竟ひ丁 ポロ 少 

きん 火 1 一 11 口 お 



与 謝 野 晶子 



最後の 物に 属して いる。 私 は それが ぎ わしい。 私 は 口 

ダ ン 先生 の 議論 —— 先生 において は 家常 の 談話 II が 

常 に 簡素化 さ れ 結晶 化さ れた 無韻詩の 体で あるの を、 

私の 性癖から 敬慕して いる。 私の i に 書く 物 も 私の 端 

的な 直観 を 順序に 頓着 しな いで 記述す る 外 はない。 

氺 

私の 過去 十二、 三年 間の 生活 は、 じっとして いられ 

ずに 内から 外へ 踊って 出る ような 生活であった。 私 は 

まぶ 

久しく 眩しい 叙情詩 的の 気分に 浮き立つ ていた。 しか 



ので は更々 ない。 私な ど は 現に 自分 一個の 貞操に つい 

て 保守主義 者 中の 保守主義 者で あると 評せられても 

力んだ く 

笑って 甘諾 する 位に 厳粛な 実行の 日 送り をして いる。 

私 は 自分の 肉 を 二、 三に する こと を 非常に 不純 不潔な 

マ J とだと 思 つ て、 そういう， ，- と を 想像す る さえ 甚し い 

悪感と 全身の 戦慄と を 覚える。 私の 生活 はこれ を 世の 

強者 —— 天才の 生活に 比 ぶれば 勿論 弱者の 生活で ある。 

がじょう 

私 は 世の 戦いに 自分の 牙城 を 奪われる ことがあっても、 

是非 あくまでも 死守し ようと 思 つ ている 本 城が ある。 

そして 私の 貞操 は その 本 城の 一 部で あると 思って いる。 

しかし それ は 私 個人の 倫理で ある 私自身の ために 建て 



私 は 学者の 議論が 直ぐに 人類 全体の 実際 生活 を 改造 

する ことに 役立つ ものである ような 誤解 を 近頃まで し 

ていた。 そして 実際に 役立つ ものでなくて は 最早 現代 

の 学問で はない ように 誤解して いた。 しかし 学者 は 人 

生また は 自然の 一 方 を 常に 凝視して 未知の 新 事業 を 発 

見す る ことに 努力し、 永遠の 時 を 少しで も 早く 手繰り 

寄せて 現代の 生活に 貢献しょう として いるもの である _ 

学者 は 永遠の 中に 住んで いる。 現代に 住んで 現代 を 超 



物 は、 いろんな 空想の 世界 の ある こと を 教えて 私 を 慰 

めかつ 励まして くれた。 私 は 次第に 書物の 中に ある 空 

想の 世界に 満足して いられ なくなった。 私 は 専ら 自由 

な 個人と なること を 願うよう になった。 そして 不思議 

な 偶然の 機会から 殆ど 命 掛けの 勇気 を 出して 恋愛の 自 

由 を 贏ち 得た と 同時に、 久しく 私の 個性 を 監禁して い 

た 旧式な 家庭の 檻から も 脱する ことが 出来た。 また 同 

時 に 私 は 奇蹟 のように 私の 言葉 で 私の 思想 を 歌う T J と 

が 出来た。 私 は 一 挙 して 恋愛と 倫理と 芸術との 三重の 

自由 を 得た。 それ は 既に 十 余 年 前の 事実で ある。 

その 以後の 私に 更に また いろいろの 自由 を 要望す る 



きざ 

意識が 徐々 として 萌して 来た。 低落した 女性の 位地 を 

男子と 対等の 位地にまで 恢復す る こと は その 随一 の 欲 

望であった。 

そこで 私 は 様々 の 妄想 や 誤解 を 抱いた。 古今の 稀に 

見る 天才 婦人 や、 欧洲の 近代文学に 現れた 自由 思想家 

の 理想的 仮設 人物で ある 優秀な 女 主人公 や を 標準 に し 

て、 或 努力 次第で 一 躍す ベての 女性が —— 私自身 も I 

I 男子と 対等な 利権 を 得られそう にさえ 思われた。 表 

面に は 出さなかった が、 心の中で は 一概に 男子の 暴虐 

に 反抗した い 気分 を 満たす まで 思い詰め たこと も あつ 

た。 



が、 さはいえ 古今の 一般 女子 を 通じて その 直観 力の 浅 

さ、 その 理性の 鈍 さ、 その 意志の 弱さ を 思えば、 とて 

も 男子の 対等な 伴侶と なることの 出来な いのは 勿論、 

男子の 足 手 まといと な つ て 悲惨な 屈従の 生 を 送らねば 

ならない の は 当然 女 子 自身 の受 くべき 応報であった。 

私 は 微力 を 測らず して 一 躍 男子の 圧 抑から 脱れ ようと 

やせ はっき リ 

する 痩我慢 を 恥じねば ならなかった。 私 は 瞭然と 女性 

そうはく 

の 蒼白な 裸体 を 見る - J とが 出来た。 

氺 



の 号令ではなかった か。 

明治の 末期 このかた、 妥協に 妥協 を 重ね、 虚偽に 虚 

偽 を 重ねた 日本人の 生活 は、 今までに 腐敗の 頂点に 達 

して、 日本人 自ら 内部の 空虚と 外面の 醜 汚と に 不満 を 

感じ、 誠実に 満ちた 真剣の 生活 を 無意識に 期待して い 

る 折から、 全日 本 を 腐敗 させた 病毒の 府 である 衆議院 

の 崩壊した こと は、 独り 政界の みならず、 あらゆる 社 

会の 惰気と 腐敗と を 一 掃して、 日本人の 生活 を 積極的 

きっちょう 

に 改造す る 大正 維新の 転機が 到来した ことの 吉兆 で 

ぐ l-d う きっかけ 

ある 気がして ならぬ。 国民 はこの 政界の 颶風 を 切掛に 

は つ きリ 

瞭然と 目を覚 し、 全力 を 緊張 させて 久しく だらけて い 



成の 新しい 女た ちが 其処 此処の 家庭に 人知れず 分布 さ 

れ ている であろう とも 想像され るので ある。 (私 は 或 

階級の 自堕落な 女が 昔から 行って いる 乱行に 類似した 

ほうとう あえ 

ような 放蕩 を敢 てして、 個性の 権威 を 自覚した 女、 新 

生活 を 建てた 女と 自負す る 一 部の 婦人た ちに、 英 仏の 

優秀な 急進派 婦人の 光栄で ある 「新しい 女」 の 称 を 下 

した 批評家の 悪戯 を 不快に 思って いる。) 

私 はそう いう 日本の 政治 その他の 近状に 公憤 を 抱い 



のこと である。 そういう 時に 私 は 単純な 本能 的の 怒 を 

覚える と共に 私に も 私 だけの 恃 むべき 価値 を 備えて い 

る こと を その 人に 対して 誇りたい ような 気持になる の 

である。 けれど その 気持と 怒と は 大抵 瞬時の 後に、 よ 

しゃ 長く 持続しても 一 両日の 後に 煙の 如く 消えて しま 

う。 そして 私の 自覚 は、 私の 怒が 私の 生活に 必要な た 

めに 発する 公憤でなくて 他人の 不誠実と 不 聡明と に 反 

応 する 私憤で あり、 私の 自負が 私の 平生に 希望して い 

る 内 生の 満足 を 意味す るので なくて、 他人に 私の 微弱 

な 自我 を わざと 誇張し、 見せびらか そうとする 痩我慢 

であるの を 深く 密かに： K じている。 



(『太陽』 一九 一 五 年 一 I 二月) 
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